
１
９
６
９
年
７
月
、
旧
忠
類
村

晩
成
の
道
路
工
事
現
場
で
ゾ
ウ

の
歯
の
化
石
が
見
つ
か
り
、
日
本
で
初

め
て
ナ
ウ
マ
ン
象
一
頭
分
の
化
石
骨
が

発
見
さ
れ
た
。
ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
骨
発

見
50
周
年
記
念
事
業
で
は
、
北
海
道
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
全
47
個
の
化

石
骨
が
十
勝
で
初
公
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
足
跡
化
石
の
発
掘
調
査
で
は
、

新
た
に
足
跡
化
石
と
見
ら
れ
る
二
つ
の

「
く
ぼ
み
」
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
な
る

夢
も
膨
む
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1) 

50
周
年
記
念
事
業
の
現
時
点
で
の

主
な
検
証
結
果
は
。

(2)
来
年
度
以
降
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

具
体
的
な
考
え
は
。

(3)
町
内
小
中
学
校
の
記
念
館
利
用
実

績
、
化
石
骨
の
学
術
的
価
値
を
授
業
等

に
ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
。

(4)
ナ
ウ
マ
ン
象
記
念
館
の
展
示
物
を
含

め
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
学
芸
員

の
配
置
、
ど
の
よ
う
に
化
石
骨
の
価
値

を
高
め
、
活
用
し
て
地
域
振
興
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

(1)
世
紀
の
大
発
見
で
沸
い
た

当
時
を
振
り
返
り
、
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
象

の
学
術
的
価
値
と
歴
史
を
再
確
認
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
記
念
講
演
や
特
別
展

な
ど
を
開
催
し
た
。
子
ど
も
達
の
体
験

の
場
と
し
て
実
施
し
た
特
別
展
の
準
備

で
は
、
忠
類
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、

忠
類
の
宝
物
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
50
年
前
の
発

掘
に
携
わ
っ
た
北
海
道
教
育
大
学
名
誉

教
授
の
木
村
方
一
氏
、
か
ぼ
ち
ゃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
た
札
幌
市
円
山
動

物
園
飼
育
展
示
課
調
整
担
当
係
長
の
朝

倉
卓
也
氏
、
ナ
ウ
マ
ン
象
と
思
わ
れ
て

い
た
歯
の
化
石
を
マ
ン
モ
ス
象
の
も
の

と
同
定
し
た
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物

館
館
長
の
高
橋
啓
一
氏
を
お
招
き
し
て

記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

忠
類
ナ
ウ
マ
ン
象
記
念
館
の
入
館
者

数
は
、
合
併
し
た
平
成
18
年
度
以
降
最

多
と
な
る
１
万
４
４
６
１
人
を
記
録

し
、
大
き
な
事
業
効
果
が
あ
っ
た
と
推

察
し
て
い
る
。

(2)
再
発
掘
調
査
で
は
、
足
跡
化
石
の
可

能
性
が
あ
る
二
つ
の
「
く
ぼ
み
」
が
発

見
さ
れ
、
足
跡
化
石
専
門
家
に
分
析
を

依
頼
し
た
。
現
状
で
は
、
ナ
ウ
マ
ン
象

の
足
跡
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
「
く
ぼ

み
」
の
保
存
状
態
が
悪
く
、
現
時
点
で

具
体
的
な
動
物
の
同
定
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
同
定
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る

た
め
、
さ
ら
な
る
調
査
を
行
い
、
ナ
ウ

マ
ン
象
の
生
態
解
明
に
近
づ
く
手
が
か

り
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(3)
小
学
校
で
は
社
会
科
や
生
活
科
、
総

合
学
習
の
授
業
の
中
で
、
２
校
76
人
が

「
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
の
里
帰
り
展
」

や
施
設
の
見
学
を
行
い
、
中
学
校
は
総

合
学
習
の
授
業
の
中
で
、
１
校
47
人
が

特
別
展
示
の
準
備
に
携
わ
る
な
ど
記
念

館
を
利
用
し
、
さ
ら
に
今
後
、
小
学
校

１
校
１
１
６
人
が
社
会
科
の
授
業
で
利

用
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

授
業
へ
の
活
用
は
、
社
会
科
副
読
本

に
お
い
て
、
小
学
校
３
年
生
で
「
わ
た

し
た
ち
の
ま
ち　

み
ん
な
の
ま
ち
」
の

中
の
「
忠
類
は
ナ
ウ
マ
ン
象
発
掘
の
町
」

で
、
ナ
ウ
マ
ン
象
復
元
骨
格
の
写
真
や

ナ
ウ
マ
ン
象
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
小

学
校
４
年
生
は
「
郷
土
を
開
い
た
人
々

と
時
代
の
移
り
変
わ
り
」
の
中
で
、
ナ

ウ
マ
ン
象
記
念
館
や
化
石
発
掘
の
様
子

を
掲
載
し
、
学
習
し
て
い
る
。
今
後
も

地
元
に
あ
る
生
き
た
教
材
の
活
用
に
つ

い
て
工
夫
し
た
い
。

(4)
展
示
物
は
記
述
内
容
を
見
直
す
必
要

性
が
生
じ
た
こ
と
に
加
え
、
開
館
か
ら

31
年
が
経
過
し
、
展
示
機
器
の
更
新
等
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
で
あ
り
、
北
海
道
博
物
館
や

足
寄
動
物
化
石
博
物
館
な
ど
専
門
的
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
確
認
作
業
を
進

め
た
い
。

　

専
門
的
な
学
芸
員
の
配
置
は
、
忠
類

ナ
ウ
マ
ン
象
の
調
査
研
究
の
み
な
ら

ず
、
幕
別
町
蝦
夷
文
化
考
古
館
や
幕
別

町
ふ
る
さ
と
館
の
収
蔵
資
料
の
整
理
、

調
査
な
ど
の
課
題
も
含
め
、
総
合
的
に

検
討
し
た
い
。

答問
来
年
度
も
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
い
、
記
念
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
る
時
期
に
も
あ
る

世
紀
の
発
見

「
ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
骨
発
見
50
年
記

念
事
業
」
終
了
後
の
考
え
は

■ 一 般 質 問 ■ 

⓯

問

教
育
長

藤谷　謹至 議員
（拓政会）

ナウマン象足跡化石の発掘調査


